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新設原子力発電所の議論
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GX 実現に向けた基本方針～今後 10 年を見据えたロードマップ～

（2023/1/10閣議決定）

原子力の安全性向上を目指し、新たな安全メカニズムを組み込んだ次世代革新炉の開発・建設

に取り組む。そして、地域の理解確保を大前提に、廃炉を決定した原発の敷地内での次世代革

新炉への建て替えを対象として、六ヶ所再処理工場の竣工等のバックエンド問題の進展も踏ま

えつつ具体化を進めていく。

その他の開発・建設は、各地域における再稼働状況や理解確保等の進展等、今後の状況を踏

まえて検討していく。

これまでのように、次世代革新炉の開発という技術シーズ志向を続けても国民の理解

は得られない。国民が求める安全に対して、研究開発で解決策を提供すれば社会的

受容性は大いに高まることが期待できる

しかし、国民が求める安全、周辺住民視点の安全を議論し、共通認識になっていない
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全体研究計画
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2023年度2022年度

321121110987654321121110987654

①周辺住民にとっての安全の定義
【目標】「安全とは、避難不要」

という仮説の立証

②避難不要となる許容被ばく線量の決定
【目標】許容被曝線量○○mSv

Cs-137放出量△△Bq を決定

③許容被ばく線量を達成する安全要件の導出

【目標】原子炉出力、放出時期
離隔距離等 を決定

④上記安全要件を満たす防護措置の技術的成立性

【目標】ケーススタディ
完了
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住民の意識
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注：５つの選択肢と、その間を選んでも良い９段階で質問への態

度を聞いているため,凡例は５つとした（以下同じ）.

出典：山形浩史,国内原子力発電所の再稼働及び新設に対する意識調査 －重要関心事項の抽出及びその解決による態度変化－,エネルギー・資源学会論文誌 44(1) 55-62 2023年1月

住民の最重要関心事項は
「事故の場合, 避難できる」

 原発の再稼働については賛成側が多いが, 原発の新設と
なると反対側が１．６倍に増えて逆転する. 避難が不要な原
発については, 新設よりは反対側が減り賛成側が増え, 賛
否均衡

 単に「新たに建設する」とした質問に対し回答者は新規性・
未知性を感じ不安が生じたが, 「避難が不要な原発」とその

内容を明示することで不安が解消し反対側が減少したと理
解

図１．女川原発と島根原発に関する住民説明会の
逐語議事録の質問部分の共起ネットワーク

図２．Webアンケート結果（全国1300人, 2022年9月実施）
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プラント側第Ⅳ層の目的は、「避難不要なレベルにFP放出管理」
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割合（％）

26.1 避難は絶対に許せない

17.5 １日程度の避難なら仕方がない

19.8 ２－３日の避難なら仕方がない

18.9 １週間程度の避難なら仕方がない

6.5 １月間程度の避難なら仕方がない

9.3 数か月程度の避難なら仕方がない

2.0 その他

問 原子力発電所の事故の際に、どの程度
の避難なら許せますか？

注：立地及び隣接市町村住民へのWebアンケート
回答者1207人、2023年2月実施

目的想定と対策例

確定的影響回避
確率的影響低減

大量のFP放出
避難、屋内退避

Ⅴ

大量のFP放出防止＝避
難不要なレベルにFP放
出管理

炉心損傷・溶融

格納容器除熱、フィル
ターベント、？？？？

Ⅳ

炉心損傷・溶融防止事故 炉心注水Ⅲ

事故への拡大防止逸脱・故障 緊急停止Ⅱ

逸脱・故障防止通常運転 品質管理Ⅰ

防災側

プ
ラ
ン
ト
側

周辺住民の７割は避難を許容しているが、より安全側に
第Ⅳ層の目的は、第Ⅴ層の発生回避であるべき
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避難不要とする許容被ばく線量
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原子力災害事前対策の策定において参照すべき線量の
めやすについて（2018年10月17日, 原子力規制委員会）

事前対策めやす線量* ＝ 実効線量 100mSv

* 原子力災害発生初期（１週間以内）の緊急時を対象に、

原子力災害事前対策の策定において参照すべき線量
のめやす

短期：
事故発生７日間で実効線量100mSv

（全ての核種）

長期：
事故発生１年間で実効線量20mSv

（エアロゾルなど沈着する核種）

「東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故にお
ける緊急防護措置の解除に関する考え方について」
（平成23 年8 月4 日、原子力安全委員会）

当該区域において住民が受ける被ばく線量が、
解除日以降年間 20 mSv 以下となることが確実
であり、年間 1～20 mSv の範囲で長期的には参
考レベルとして年間 1 mSv を目指して、合理的に
達成可能な限り低減する努力がなされること。
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既設に対する規制 ⇒ 新設に対する規制
（軽水炉）
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DB設備 SA設備
多重又は多様、独立 多様、位置的分散
単一故障基準

炉心溶融落下を想定した対策

新設に対する規制基準

設計において考慮する事故（新DBAｓ）
Ⅲ層： （現）DBAｓ
Ⅳ層： 炉心溶融落下等

DB設備
多様性、独立性、位置的分散
二重故障基準

既設に対する規制基準

福島第一原子力発電所事故
DB設備の共通要因故障が発生
炉心溶融落下が発生

⇒

各層の安全要件の基本的考え方

１～３層： 高い信頼性よる炉心損傷防止
a. 多様性、独立・融通性、位置的分散

b. 二重故障基準

完全独立３区分
×

サポート系の融通
CBA

安全保護系

停止

高圧注水

減圧

低圧注水

除熱

最終ﾋｰﾄｼﾝｸ

電源

水源

制御室
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各層の安全要件の基本的考え方



４層： 単純かつ頑健な防護層による放出管理

a. 全ての事故シナリオを包絡する想定
e.g.  炉心溶融落下等

b. 避難が不要なレベルの放出管理
e.g. 100mSv/当初１週間

c. 単純なシステム
e.g. CV自然循環冷却/当初ｘ日間

d. 頑健な構造
e.g. 基準地震動の1.x倍、水密、耐航空機衝突
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各層の安全要件の基本的考え方

５層： 減災

広範な想定事象
① 前段の対策を考慮した放出量

② 希ガス放出

③ １F事故

④ テロ、武力攻撃

柔軟な防災対策
① 避難不要

② 家屋の気密化、屋内退避

③ 一時的避難、長期的避難

④ 事前対策（停止、避難）
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原子力発電プラントの安全性が向上したとしても、5層からなる深層防護の厳格な遵守、
前段否定の原則に従い、避難計画及び訓練の必要性及び重要性に変わりはない。

各層の安全要件の基本的考え方



まとめ：新設原発の安全要件の提案（基本的考え方）

1. 厳格な深層防護

2. 炉心損傷防止のための高い信頼性（１～３層）
• 多様性、独立・融通性、位置的分散
• 二重故障基準

3. 単純かつ頑健な防護層（４層）
• 炉心溶融落下等を想定
• 避難が不要なレベルの放出管理

4. 減災（５層）
• 広範な想定事象に対して柔軟な防災対策
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長期短期

事故発生１年間で実効線量20mSv
（エアロゾルなど沈着する核種）

事故発生７日間で実効線量100mSv
（全ての核種）

令和５年度

議論の場を創設

技術的成立性を検討

多くの専門家の
参加を期待！

本研究は、競輪の補助を受けています

ご清聴ありがとうございました
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国立大学法人 長岡技術科学大学
大学院工学研究科 システム安全工学専攻
教授
山形 浩史 博士（工学）

〒940-2188 新潟県長岡市上富岡町1603-1
E-mail: yamagata@vos.nagaokaut.ac.jp
HP:      http://safety-management.na.coocan.jp/
Tel:       0258-47-9915

今後も、各研究要素の進捗状況、成果等を

シリーズとして発表していきます


